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一

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日（
水
曜
日
）

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

午
後
一
時

本
会
議

○
本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

元
本
院
議
長
元
自
由
民
主
党
総
裁
河
野
洋
平
君
逝
去
に

つ
き
弔
詞
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
、
弔
詞
は
議
長
に

一
任
す
る
の
件（
議
長
発
議
）

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
国
土
交
通
委

員
長
提
出
）

午
後
一
時
二
分
開
議

○
議
長（
森
英
介
君
）
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

弔
詞
贈
呈
の
件

○
議
長（
森
英
介
君
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

元
本
院
議
長
元
自
由
民
主
党
総
裁
河
野
洋
平
君
は
、
去

る
六
月
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
痛
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
河
野
洋
平
君
に
対
し
、
弔
詞
を
贈
呈

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

弔
詞
は
議
長
に
一
任
さ
れ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
に

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
そ
の
と
お
り
決
し
ま
し
た
。

弔
詞
を
朗
読
い
た
し
ま
す
。

〔
総
員
起
立
〕

衆
議
院
は

多
年
憲
政
の
た
め
に
尽
力
し

特
に

院
議
を
も
っ
て
そ
の
功
労
を
表
彰
さ
れ

さ
き
に

再
度
本
院
議
長
の
要
職
に
つ
き

自
由
民
主
党
総
裁
を

つ
と
め
ら
れ

ま
た
し
ば
し
ば
国
務
大
臣
の
重
任
に

あ
た
り
終
始
議
会
政
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
従
二
位

桐
花
大
綬
章

河
野
洋
平
君
の
長
逝
を
哀
悼
し

つ
つ

し
ん
で
弔
詞
を
さ
さ
げ
ま
す

こ
の
弔
詞
の
贈
呈
方
は
議
長
に
お
い
て
取
り
計
ら
い
ま

す
。

○
小
寺
裕
雄
君

議
案
上
程
に
関
す
る
緊
急
動
議
を
提
出

い
た
し
ま
す
。

国
土
交
通
委
員
長
提
出
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
は
、
委
員
会
の
審
査
を
省
略
し
て
こ
れ
を
上
程

し
、
そ
の
審
議
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

○
議
長（
森
英
介
君
）
小
寺
裕
雄
君
の
動
議
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
国
土
交
通

委
員
長
提
出
）

○
議
長（
森
英
介
君
）
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
の
趣
旨
弁
明
を
許
し
ま
す
。
国
土
交
通
委
員
長

冨
樫
博
之
君
。

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

〔
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

〔
冨
樫
博
之
君
登
壇
〕

○
冨
樫
博
之
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案

に
つ
き
ま
し
て
、
提
案
の
趣
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。本

案
は
、
建
築
物
の
設
計
、
工
事
監
理
等
を
担
う
優
れ

た
人
材
を
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、

設
計
等
の
業
務
に
係
る
契
約
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
所

要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容

は
、第

一
に
、
建
築
士
試
験
の
在
学
中
の
受
験
を
可
能
と
す

る
と
と
も
に
、
建
築
士
の
免
許
要
件
の
緩
和
を
行
う
こ

と
、第

二
に
、
建
築
設
備
士
の
登
録
に
係
る
制
度
を
整
備
す

る
こ
と
、

第
三
に
、
契
約
書
の
相
互
交
付
義
務
の
対
象
範
囲
を
拡

大
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
本
日
の
国
土
交
通
委
員
会
に
お
い
て
、
全
会

一
致
を
も
っ
て
委
員
会
提
出
法
律
案
と
し
て
提
出
す
る
こ

と
に
決
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。（
拍
手
）

○
議
長（
森
英
介
君
）
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
本
案
は
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

○
議
長（
森
英
介
君
）
本
日
は
、
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し

ま
す
。

午
後
一
時
六
分
散
会

出
席
国
務
大
臣

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之
君

○
議
長
の
報
告

（
議
決
通
知
）

一
、
去
る
十
七
日
、
本
院
は
、
国
会
の
会
期
を
七
月
十
八

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
八
日
間
延
長
す
る
こ
と
を
議
決

し
、
そ
の
旨
参
議
院
及
び
内
閣
に
通
知
し
た
。

（
通
知
書
受
領
）

一
、
去
る
十
七
日
、
参
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公

布
を
奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
取
扱
い
の
規
制
に
関
す
る
法

律重
要
品
種
の
育
成
及
び
そ
の
種
苗
の
生
産
の
振
興
に
関

す
る
法
律

種
苗
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

国
旗
の
損
壊
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

皇
室
典
範
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

号

外

国
会
会
議
録
令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

○
第
二
百
二
十
一
回

国

会

衆
議
院
会
議
録
第
三
十
四
号

�

〇

〇

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

衆
議
院
会
議
録
第
三
十
四
号

元
議
長
河
野
洋
平
君
逝
去
に
つ
き
弔
詞
贈
呈
の
件

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

議
長
の
報
告



二
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（
報
告
書
受
領
）

一
、
昨
二
十
一
日
、
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し

た
。

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
第
八
条
第
七
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
形
成
に
関
す
る
重
点
計
画
・
公
的
基
礎
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
改
善
計
画
・
官
民
デ
ー
タ
活
用
推

進
基
本
計
画
の
変
更
の
報
告

（
議
案
通
知
書
受
領
）

一
、
去
る
十
七
日
、
参
議
院
か
ら
、
次
の
本
院
提
出
案
を

可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

国
旗
の
損
壊
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
案

一
、
去
る
十
七
日
、
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次

の
内
閣
提
出
案
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し

た
。

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
取
扱
い
の
規
制
に
関
す
る
法

律
案

重
要
品
種
の
育
成
及
び
そ
の
種
苗
の
生
産
の
振
興
に
関

す
る
法
律
案

種
苗
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

皇
室
典
範
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
質
問
書
提
出
）

一
、
昨
二
十
一
日
、
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

防
衛
省
・
自
衛
隊
に
お
け
る
知
的
基
盤
の
概
念
、
構
成

及
び
機
能
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
橋
本
幹
彦
君
提
出
）

ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
日
常
化
の
防
止
等
に
関
す
る
質
問
主
意

書（
西
村
智
奈
美
君
提
出
）

真
の
積
極
財
政
を
実
現
す
る
た
め
の
財
政
法
第
四
条
等

の
改
正
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
河
村
た
か
し
君
提
出
）

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
に
お
け
る
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
充
実
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
河
村
た
か
し
君
提
出
）

皇
位
継
承
資
格
を
有
し
な
い
皇
族
の
父
親
か
ら
お
生
ま

れ
に
な
っ
た
男
子
の
う
ち
皇
位
継
承
資
格
を
有
し
た
事

例
の
有
無
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
長
妻
昭
君
提
出
）

津
島
地
区
の
住
民
帰
還
及
び
四
者
協
議
会
の
設
置
等
に

関
す
る
質
問
主
意
書（
長
妻
昭
君
提
出
）

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

提
出
者

国
土
交
通
委
員
長

冨
樫

博
之

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

建
築
士
法（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
項
中「
者
」の
下
に「
で
あ
つ
て
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
る
機
関
に
登
録
さ
れ
た
も
の
」を
加
え
、
同
条
第
九
項

を
削
り
、
同
条
第
十
項
を
同
条
第
九
項
と
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中「
大
規
模
の
修
繕
」の
下
に「（
建
築
基

準
法
第
二
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
大
規
模
の
修
繕
を
い

う
。）」を
、「
大
規
模
の
模
様
替
」の
下
に「（
同
条
第
十
五

号
に
規
定
す
る
大
規
模
の
模
様
替
を
い
う
。）」を
加
え

る
。第

四
条
第
二
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

設
計
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
実
務
の

経
験（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
単
に「
実
務
の
経
験
」

と
い
う
。）を
有
す
る
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で

あ
つ
て
、
そ
の
実
務
の
経
験
の
期
間
の
う
ち
二
級
建

築
士
と
し
て
の
実
務
の
経
験
の
期
間
が
二
年
以
上
で

あ
る
も
の

イ

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等

教
育
学
校
又
は
旧
中
等
学
校
令（
昭
和
十
八
年
勅

令
第
三
十
六
号
）に
よ
る
中
等
学
校（
第
四
項
第
二

号
及
び
第
十
五
条
に
お
い
て「
高
等
学
校
等
」と
い

う
。）に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
建

築
に
関
す
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ

て
、
そ
の
卒
業
後
実
務
の
経
験
を
六
年
以
上
有
す

る
も
の

ロ

実
務
の
経
験
を
八
年
以
上
有
す
る
者

第
四
条
第
四
項
第
一
号
中「
よ
る
専
門
学
校
」の
下
に

「（
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
に
お
い
て「
大
学
等
」と
い

う
。）」を
加
え
、
同
項
第
二
号
中「
学
校
教
育
法
に
よ
る
高

等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
又
は
旧
中
等
学
校
令

（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）に
よ
る
中
等
学
校
」を

「
高
等
学
校
等
」に
改
め
、
同
項
第
四
号
中「
七
年
」を「
四

年
」に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
号
中「
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
若
し

く
は
高
等
専
門
学
校
、
旧
大
学
令
に
よ
る
大
学
又
は
旧
専

門
学
校
令
に
よ
る
専
門
学
校
」を「
大
学
等
」に
、「
同
法
」

を「
学
校
教
育
法
」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中「
前
二
号
」を

「
前
三
号
」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第

二
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

二

大
学
等
に
在
学
す
る
者
の
う
ち
、
一
級
建
築
士
試

験
が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
に
当

該
大
学
等
を
卒
業
す
る
見
込
み
が
あ
る
者（
同
日
ま

で
に
そ
の
在
学
す
る
学
校
教
育
法
に
よ
る
専
門
職
大

学
の
前
期
課
程
を
修
了
す
る
見
込
み
が
あ
る
者
を
含

む
。）で
あ
つ
て
、
当
該
大
学
等
に
お
い
て
国
土
交
通

大
臣
の
指
定
す
る
建
築
に
関
す
る
科
目
の
単
位
を
修

得
し
て
い
る
も
の

第
十
五
条
第
一
号
中「
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
高

等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
、
旧

大
学
令
に
よ
る
大
学
、
旧
専
門
学
校
令
に
よ
る
専
門
学
校

又
は
旧
中
等
学
校
令
に
よ
る
中
等
学
校
」を「
大
学
等
又
は

高
等
学
校
等
」に
、「
同
法
」を「
学
校
教
育
法
」に
改
め
、

同
条
第
三
号
中「
七
年
」を「
二
年
」に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中「
前
号
」を「
前
二
号
」に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

二

大
学
等
又
は
高
等
学
校
等
に
在
学
す
る
者
の
う

ち
、
二
級
建
築
士
試
験
が
行
わ
れ
る
日
又
は
木
造
建

築
士
試
験
が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま

で
に
当
該
大
学
等
又
は
高
等
学
校
等
を
卒
業
す
る
見

込
み
が
あ
る
者（
同
日
ま
で
に
そ
の
在
学
す
る
学
校

教
育
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
す

る
見
込
み
が
あ
る
者
を
含
む
。）で
あ
つ
て
、
当
該
大

学
等
又
は
高
等
学
校
等
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
の

指
定
す
る
建
築
に
関
す
る
科
目
の
単
位
を
修
得
し
て

い
る
も
の

第
二
十
二
条
の
三
の
三
の
見
出
し
を「（
設
計
受
託
契
約

等
の
内
容
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中「
延
べ
面
積
が
三

百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の
新
築
に
係
る
」を

削
り
、「
工
事
監
理
受
託
契
約
」の
下
に「（
建
築
士
が
行
う

設
計
又
は
工
事
監
理
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）」を
加
え
、
同
条
第
二
項
中「
延
べ
面
積

が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の
新
築
に
係

る
」を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中「
第

一
項
又
は
第
二
項
」を「
前
二
項
」に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三
の
四
中「
準
拠
し
た
」を「
準
拠
し
、

及
び
第
二
十
四
条
の
十
に
規
定
す
る
見
積
書
の
内
容
そ
の

他
の
当
該
設
計
受
託
契
約
又
は
工
事
監
理
受
託
契
約
に
係

る
事
情
を
考
慮
し
て
、
そ
の
設
計
又
は
工
事
監
理
の
委
託

の
内
容
に
応
じ
た
適
正
な
」に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
設
計
等
の
業
務
の
見
積
り
）

第
二
十
四
条
の
十

建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
は
、
設
計

等
の
業
務
に
係
る
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
報
酬
の
算
定
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
見

積
書
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
第
二
項
第
一
号
中「
第
四
項
」を「
第
三
項
」

に
改
め
る
。

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

衆
議
院
会
議
録
第
三
十
四
号

議
長
の
報
告

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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三

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
五
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
二
条
の
改
正
規
定（
同
条
第
五
項
の
改
正
規
定

を
除
く
。）、
第
三
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
二
十

二
条
の
三
の
三（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定
、

第
二
十
二
条
の
三
の
四
の
改
正
規
定
、
第
二
十
四
条

の
九
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
二
十

六
条
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四

条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
法
律
に
よ
る

改
正
前
の
建
築
士
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
建
築

設
備
士
で
あ
る
者
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
建

築
士
法（
次
条
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て「
新
法
」と

い
う
。）第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
機
関
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て

も
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間
に

限
り
、
同
項
に
規
定
す
る
建
築
設
備
士
と
み
な
す
。

第
三
条

建
築
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成

十
八
年
法
律
第
百
十
四
号
。
次
項
に
お
い
て「
平
成
十

八
年
改
正
法
」と
い
う
。）の
施
行
の
日
前
に
お
け
る
建

築
に
関
す
る
実
務
の
経
験（
同
項
に
お
い
て「
平
成
十
八

年
改
正
前
の
実
務
の
経
験
」と
い
う
。）は
、
新
法
第
四

条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
実
務
の
経
験（
次
項
に

お
い
て「
新
法
の
実
務
の
経
験
」と
い
う
。）と
み
な
す
。

2

平
成
十
八
年
改
正
法
の
施
行
の
日
前
に
平
成
十
八
年

改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
士
法
第

十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
課
程
に
在
学
し
た
者
で

あ
っ
て
、
当
該
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
て
い
る
も
の

は
、
新
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
科
目

を
修
め
て
卒
業
し
た
者
と
み
な
し
、
そ
の
者
が
有
す
る

当
該
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
の
平
成
十
八
年
改
正

前
の
実
務
の
経
験
は
、
当
該
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た

後
の
新
法
の
実
務
の
経
験
と
み
な
す
。

第
四
条

新
法
第
二
十
二
条
の
三
の
三
の
規
定
は
、
附
則

第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
締

結
さ
れ
る
建
築
士
法
第
二
十
二
条
の
三
の
二
に
規
定
す

る
設
計
受
託
契
約
又
は
工
事
監
理
受
託
契
約（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て「
契
約
」と
い
う
。）に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の

施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置（
罰
則
に
関
す
る
経
過

措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
三

十
年
法
律
第
九
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
二
条
第
三
項
中「
新
法
」を「
建
築
士
法
」に
、

「
第
十
四
条
第
三
号
」を「
第
十
四
条
第
四
号
」に
、「
第

十
五
条
第
二
号
」を「
第
十
五
条
第
三
号
」に
改
め
、
同

条
第
七
項
中「
新
法
」を「
建
築
士
法
」に
改
め
、「
第
四

条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
」の
下
に「
二
級
建
築
士

と
し
て
の
」を
加
え
、「
第
十
五
条
第
三
号
」を「
第
十
五

条
第
四
号
」に
改
め
る
。

理

由

建
築
物
の
設
計
、
工
事
監
理
等
を
担
う
優
れ
た
人
材
を

継
続
的
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
及
び
設
計
等
の
業

務
に
係
る
契
約
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
及
び
木
造
建
築

士
の
資
格
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
設
計
受
託
契
約

又
は
工
事
監
理
受
託
契
約
に
つ
い
て
の
書
面
の
相
互
交
付

義
務
の
対
象
を
拡
大
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、

こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

衆
議
院
会
議
録
第
三
十
四
号

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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二
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衆
議
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